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【はじめに】LETに依存したシンチレーション時間プロファイルは，6Liや 10B と中性子との核反

応を利用したシンチレータにおける波形弁別技術など，粒子弁別技術の基礎をなすものである．

一方で，LET に顕著に依存したシンチレーション特性を，材料開発の観点から実現するための指

針は現在のところ存在しない．このような状況に鑑み，我々のグループでは，シンチレーション

時間プロファイルの LET依存性を解析してきた．特に，自己賦活型シンチレータである Bi4Ge3O12 

[1]では，LET の増大に伴う立ち上がりおよび減衰挙動の顕著な高速化を観測した．本研究では，

自己賦活型シンチレータの一つである CeF3について，LET に依存したシンチレーション時間プロ

ファイルを解析した． 

【実験方法】量研機構 TIARA の AVF サイク

ロトロンより発生した，20 MeV H+, 50 MeV 

He2+, および 130 MeV C5+のパルスイオンビ

ーム照射により生じたシンチレーションを，

光電子増倍管により検出し，デジタルオシロ

スコープを用いて記録した[2]． 

【結果と考察】図１および図２に，異なるイ

オン照射での CeF3 のシンチレーション時間

プロファイルの立ち上がりおよび減衰部分を

それぞれ示す．立ち上がりおよび減衰の双方

において，LET の増大に伴う顕著な高速化が

観測された．これらは，Ce3+の励起状態形成

および放射緩和と，励起状態間相互作用によ

る消光との競合によるものと推察される．  
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Figure 1. Scintillation temporal profiles of CeF3 in 

a short time scale. 

 

Figure 2. Scintillation temporal profiles of CeF3 in 

a long time scale. 
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